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１ 研究の目的 

 授業で行った学校内の植物分布調査では、タンポポが日当たりが良く乾燥した場所に適応した形態

をしていることが分かった。他にも同じように植物が環境に適応して暮らしている例を探したい。そ

こで、身近にある植物が豊富な環境を様々な条件によっていくつかに区分。それらの環境の特徴を調

べるとともに、それぞれに生息する植物の形態や分布を調査し、植物の形態と環境との関連性を明ら

かにする。 
２ 研究の方法 

(1) 調査場所の区分 調査する範囲を環境の違いや植物の様子によってＡ～Ｅの５つに区分した。 

       
(2) 植物の生息状況の調査 
① 範囲内に生息するすべての植物について、スケッチを含む観察を行い形状・特徴を把握。図鑑 

等で科名・種名を特定する。 
② 範囲Ａ～Ｅごとに植物の分布状況が分かる地図を作成。それぞれの場所で優勢な種が分かるよ 

うに個体数や占有面積に応じて印をつける。日当たり・高低差などの情報も記入する。 
(3) 植物の生息場所の環境に関する調査 

   区分Ａ～Ｅについて、①地形・高低差 ②日当たり(方角および周囲の建物・樹木の量から◎○△ 
×の 4 段階で評価) ③土質(粒度)：試験管内で水に混ぜで攪拌、沈殿したものを目視にて区別、割

合を示す。 ④土質(pH)：市販の万能試験紙を使用 ⑤土の湿り具合 ⑥風通し・通行量(動物によ

る踏みつけの頻度) （⑤～⑥については、観察により判断し、文章と◎～×の 4 段階で評価） 
(4) 植物の生息状況と生育環境の関連を考察 得られたデータを整理し、表やグラフにする。 
 

３ 研究の結果        （表２）各調査範囲の植生と環境 
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４ 研究の考察                   

・すべての範囲に共通して、           （表３）調査記録の分析 

双子葉類は単子葉類にく 

らべて種の数は多いが種 

ごとの個体数は少ない傾 

向がある。 

・日当たりの悪い場所ほど 

植物の体（草丈）は大型 

のものの割合が大きくな 

る。その傾向は双子葉類 

の方が単子葉類よりはっ 

きりしている。 

・乾燥して日当たりの強い場所では、平べったいロゼット型の双子葉類（タンポポ・オオバコなど）  

 が優勢である。 

・河川敷は砂が粗く増水時の被害も受けやすい。そのような場所には大型の単子葉類（セイバンモロ

コシ・ススキ・ハマスゲ）が圧倒的に優勢である。その理由として、水の抵抗を受け流せる細くて

しなやかな体つきと、生育の速さが関係していると考えられる。 

・環境が厳しい場所には、その場所に適応した体のつくりをはっきり持った種が見られる。このよう

な場所は外来種の割合が低く、特殊な環境に適応するには長い年月が必要なのではないかと考える。 

・シダ植物は土中の水分が豊富なだけでは生育できず、日当り条件の影響を受けやすいと考えられる。 


